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cSRXが提供する価値
・リソース予約を必要とせず、ピーク需要にも即時対応可能
・シェアード vCPU、vMEM、150MB以下のイメージサイズ
・1秒未満の起動 /リブート時間
・マイクロサービスを低コストで実現可能
・Firewall / NAT / IPS/ アプリ制御 / コンテンツセキュリティ機能を利用可能
・統一化された管理ツール (CLI/Netconf)

業界初のコンテナセキュリティ 
cSRX

仮想マシンとコンテナの違い

コンテナはゲストOSが不要

仮想マシン

コネクテッドデバイス＋cSRX
MSSP/クラウドプロバイダ 仮想環境

管理・オーケストレーション
プラットフォーム

コンテナ

ユースケース①
コンテナクラウド

ユースケース②
IoT/エッジコンピューティング


